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東京女子高等師範学校卒業生のライフコース

　一大正末期および戦争末期卒貰コーホート

○古谷恵子　湯沢雍彦（お茶の水女大）

〔(社) 日本家政学会

におけるコーホート圓差異
の職業生活を中心に

　【目的】東京女高師卒業生の約no歳までのライフコースをコーホート間で比較し、20年の

時代の違いを通じて、何が変わり、何か変わらなかったのか、東京女高師卒業生にとって
の時代効果を職業生活を中心に明らかにする。

　【方法】東京女高師の昭和18～20年卒業生全483名を対象に、ライフコース全般と職歴に
ついて、質問紙による郵送調査(1994年6～11月・回収率74.7％の384名)と訪問面接調査を

実施、20年前にも実施した大正10～14年卒業生対象の同様の調査結果と比較を行った。
　【結果】世代を越えて一貫していたものは、共に平均24.8年の長期にわたる教職中心の職

業人としてのライフコースである。教職は当時の女性に開かれた僅少の誇り高き職業の一

つであり、その教職に就くべく教育を受け、義務として即就職したこと、さらに教育界で

の東京女高師の知名度の高さからくる自負と安定感が加わり、ここ
定することになった。しかし大正末期卒業組に比べ、戦争末期卒業組はJ

い力塙く、その要因となった背景には大きな違いがあることが判明した。

職場の広がりと、既婚女性の外働きに対する抵抗感の縮小は、初職が教職に決定されてい
た女高師卒業生にとっては、共働きと長期勤続を促進する効果はあったものの、逆に職種
の広がりは手伝人の供給滅につながり、育児など家庭との両立問題が生じて戦争末期卒業
組の困難度を増すことになった。(含職争がもたらした生活難の影響で、戦争末期卒業組に

とっての教職は、生きていくための糧を得る手段としての意味合いを強めた。この働かざ
るを得ないという状況は困難度を高めたが、結果的には長期勤続のきっかけともなった。

2Ua－5 1 960年代の農村既婚女性の生活と意識
　　一剌ﾋm若妻会の文集から一

　　　　　　　　　　　　　　　昭和女大短大漸召

【目的】高度経済成長期の都会では、便利で快適な生活へと急速な変貌が進み、
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥　　　－｡｢-　　一一一ﾐ一-="/--･r-' ●-=●丿｀'゛-゜●●“●●W-｢7･や家族関係も一変した。一方農村では、特に嫁の立場にある女性たちを、地域の古い慣習

や家族関係の問題、家事・育児、重い農作業等が、生活を辛く弱い立場においやってきた。

当時の農村女性についての既往調査研究・資料はあるが、女性自身の手による本音の語ら

れた資料は、そう数多くはない。本研究の目的は、農村の若い嫁自身が記述した事柄から、

1. 1960年代の農村地域の若年既婚女性の生活と意識を明らかにし、長い年月を経て今日で

は、地域活性化の重要な担い手となり、活発な活動が行われている、その2.活動の原点と

なるものをこれらの中に見いだし、次世代へとつなぐ手がかりを得ることである。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－－　－　　’・－　”/W¶’JWミＷ一二”／ＷＶ　【方法】東北地方IiHTの婦人会組織の中に1957年発足した若妻会は、会員の要望から機関

誌（文集）を発行し、その中で日々の暮らしや日頃公言することのできないさまざまな思

いを、短文や詩に託し綴っている。今回、この冊子『千草』に掲載された記述内容を整理

分析し、_hl己研究目的を明らかにしていきたい。

　【結果】テーマや記述方法は自由なために内容lま多様であるが、今最も感じていることや

関亡ヽのある事柄が記されていると言える。内容ば、自分自身、家族のこと、地域に関して、

若妻としての生き方について等である。農村のきびしい暮らしぶりの一端を綴っているも

のの、多くの女性が前向きであり、生活を変えていこうとする意識・意欲を持ち、若妻会
に寄せる期待が如何に大きいかが明かである。ここには、諦観ではなく前向きな意識が現

れており、今日のＩ町の女性たちの活動力の源につながっていると考えられる。
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